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【専門分野】 食と農の社会学、科学技術社会論
フードシステム論

•

【研究紹介】

現代における様々な変化を、食と農という側面から社会学的
に研究しています。環境負荷や地域づくり、文化変容、格差な
ど、食と農を通じて検討することで、身近な問題として捉え直す
ことができます。
また、遺伝子組換え作物やナノテクなど、食と農への先端技

術の応用がフードシステムに影響をもたらしている現代におい
て、科学技術に対するガバナンスのあり方が重要になっていま
す。社会学の観点から問題構造の把握を行い、ガバナンスの
あり方について社会に発信できればと考えています。
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